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第２回 テーマ「みんなで創る国際文化都市」 

 

           日 時：平成 28 年 1 月 28 日(木)18：00～19：30 

場 所：三沢市役所４階 大会議室 

参加者：市内在住、または在勤の方で、国際交流活動をして

いる、または国際交流に興味のある方  ８名 

 
 

 

１． 開会 

 

２． 市長あいさつ 

 

３． 出席者紹介 

 

三沢市 

市長、政策財政部長、民生部長、経済部長 
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参加者 

 職   業 

１ IT 関連・音楽家 

２ 無職 

３ 団体職員 

４ 会社員 

５ 税理士 

６ 建設業 

７ 米軍基地内高校教師 

８ IT 企業 

 

４． 懇談 

①文化･芸術面での支援の仕組みづくりができればと思う。 

参加者 私は４年前に三沢に移住して来まして、出身は東京の浅草です。妻の関

係でこちらに I ターンという形で来ました。国際文化都市三沢市というこ

とを移住してから知って、東京にいた時もプロの音楽家として活動してい

まして、そのベースごと持ってきた様な形です。今は三沢を拠点にして音

楽活動をしています。 

今日は資料を持って来ました。一般メディアにも取り上げられたりしま

したが、去年１１月にニューヨークのカーネギーホールで演奏する機会を

いただきまして、妻と共に行って参りました。その時に感じたのが、三沢

市に居たからこそ気張る事なく出来たなというのが率直な実感でした。 

それはどういうことかと言いますと、まち自体が日常から国際色がある

と感じていました。日頃から体感出来るということが、何気ないことと捉

えているのですが、刷り込まれて、いい方に気張ることなく、海外に居て

もいつもの三沢に居る感覚と同じように出来ました。ですので、良いまち

だと外から来た者として感じています。 

ただ、１点今回行かしていただくにあたって、ここは変えていけるのか

なというところが１点ありまして、文化・芸術に対して応援の前例がない

形で、個人で現在活動しているので、メディアの方はカーネギーまで行く

人はなかなかいないということで取り上げていただいているのですが、団

体・数名で動いている中で、自分が目立ちたいということだけではなくで、
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前例のないことを突破口として次の方が行きやすい環境を作っていきた

いという思いがあります。ですので、スポーツ以外の文化・芸術の面でも

そういう仕組み作りというのが少しずつでも一緒につくっていけるよう

なものがあったらいいなと感じています。 

市 長 うれしい話を聞いて、ありがたいと思います。音楽の感覚は、全く私は

わかりませんが、ヒバで作ったドラムを見てびっくりしました。 

参加者 カホンという木でできた箱で打楽器があるのですが、ニューヨークに行

くために青森ヒバで作りました。これは余談になりますけれども、今まで

青森ヒバで打楽器を作ったことがないので、世界初です。三沢発信で商品

化にならないかなと思っています。インターネットを通して世界に発信し

ていければいいかなとまだ個人レベルなのですが思っています。 

市 長 おっしゃる通りまだまだ三沢ではそういう環境はできていないので、な

かなか大変な問題ですね。 

 

②年中通してアメリカンなまち、アメリカンな三沢市ができればと思う。 

参加者 私達、MIC（三沢国際クラブ）、皆さんご存知の通り６月にアメリカン

デーという大きなイベントがあります。もう２８年目になりますが、例年

人も増えていて、中身の濃い内容になっています。 

日米の人たちが一緒になって、ただイベントをやるだけではなく、食文

化とかスポーツ交流とかを行っています。ゲート前にアメリカの州のブー

スがありまして、スカイプラザの前には大きなステージを組み、去年はか

なり有名な人が来ましてびっくりしました。 

食文化の交流とかスポーツ・音楽等、一年に一回しかないのですが、そ

れが例えば年中通して楽しめるまちができたらいいなと個人の考えです。 

三沢に来る人はアメリカンな雰囲気をいつも味わえるのではないかと

いうことで来るようです。最近ではアメリカンバー等、他のまちにはない

ことをいろんな方々が考えて形にしていると思いますが、年中通してアメ

リカンなまち、アメリカンな三沢市ができていないと思います。その辺、

市長はどう思いますか。 

市長 大変なご尽力をいただいて、アメリカンデーはすごいと思います。これ

はもう東北でも有名なイベントになったというような気がします。三沢市

の人口の倍も来ているようです。 

食文化・音楽等を通し、交流ができれば、スムーズに入ってくるような
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気がします。そういうことが手段としていいのかなと思います。 

参加者 青年会議所の方々にもいろいろお手伝いしていただき、私どもＭＩＣだ

けではなく、いろんな団体の方々がまちづくりを手伝ってくれるように市

の方から声をかけていただきたいと思います。 

 

 

③ 航空科学館を前面にだした PR をお願いしたい。 

参加者 

 

うちのセミナーで名古屋の犬山市の先生に来てもらいましたが、隣の岐

阜市に各務原の基地がありまして、航空機の爆音がして飛行機がおなじみ

な所でそういう施設もあるそうです。ただ、その方が航空科学館を見た瞬

間に「これはすごい。」と驚くくらいなので、もっと航空科学館を前面に

出したＰＲ活動は、今私がやっている事業の中では、期待が持てるのかな

と感じています。ぜひ、市長のお力でＰＲをお願いします。以上です。 

 

 

 

④ 基地と三沢と音楽のテーマで一緒に何かができれば良いと思う。 

参加者 三沢では、基地の方と三沢の方と一緒にやりたいのですが、やはり言葉

の壁があります。でも、音楽なら壁がないと思います。三沢は、夏は蒸し

暑い、冬は雪があります。夏はイベントがたくさんありますが、冬は寒い

から外に出たくないとかいろいろ問題があると思います。でも、音楽は一

年中聞いているし、練習もできます。基地の方と三沢の方と音楽のテーマ

で一緒に何かができれば良いと思います。 

私は、音楽の教師ではないのですが、ロックバンドのクラブの担当をし

ています。クラブの生徒がバンドを組んでいます。あまり上手ではないの

ですが、本当に心を込めて頑張ってやっています。ドラムは自宅ではなか

なか練習ができません。高校生・中学生みんなで一緒にやっていければい

いなと思います。 

音楽は、前よりもっとテーマが出て大切になってきているので、応援し

ていただきたいと思います。カホンも気になっています。 

参加者 音楽ワークショップで教育視点を入れながら地域のみんなと一緒に楽

しもうというイベントを開いています。基地で働いている方、私たちの団

体にもアメリカの方がいて日本の書道とアメリカ人の方が弾く津軽三味
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線とか、自分たちでできる範疇でしかないのですが、どういう仕組みを経

たら繋がっていって皆が参加できるような場面が作れるのだろうという

わからない部分もあるので教えていただいたり、団体では、声をかけてい

ただいてやらせていただいています。 

一夜限りというのはすぐできると思いますが、そこに向けてみんなが用

意をしていってそれが形となって継続していくことが、若い世代が地域か

ら離れないという理由になるのかもしれません。どうしたらいいのか教え

て欲しいということも含めて、こういう活動をしています。 

市長 言葉の壁がどうしてもあるわけですので、ストレートに食文化や音楽を

通せばスムーズにいくような気がします。手段がもっとあればいいなと思

いますが、その辺はどうでしょうか。 

参加者 私も音楽は大好きで、ありとあらゆるコンサートに行っております。先

ほど、お話がありました、カーネギーホールは世界の音楽家がステージに

立ちたいというほどすばらしいステージです。それで、なかなか一流の音

楽家でもカーネギーホールで演奏する機会はないそうです。ですから、そ

ういうチャンスを得て実際ステージに立てたということは快挙だと思い

ます。本当にすばらしいことだと思います。私自身非常にうれしく思って

います。 

 

 

⑤ スマホ・タブレット等の端末を使って市内の情報を入手する方法はないか。 

アメリカ人の入店を断る際、気分を害さないようにする方法がないか。 

参加者 お願いですが国際交流協会のイベント等で日常的に接しているアメリ

カ人が、市内にいてどこかで食事をしたいとか、そういうことのインフォ

メーションが簡単に情報収集できないのかということを言っていました。

パンフレットはあるようですが、インターネットが盛んな時代に、例えば

スマホ・タブレット等の端末を使って市内の情報を入手する方法はないか

ということです。飲食店や自動車を修理する店舗の検索等です。英文の検

索サイトのようなものがあればいいなと思います。 

それからもう一つ、アメリカ人が飲食店に行った時、時々断られること

があるそうです。直接的にダメだと断るよりも、気分を害さない程度にや

んわりと断れる方法がないのかと思います。それにつきまして、何か市の

方からお話しがありませんか。 
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市長 確かにそういうことはあるように思います。市でも取組みを行っている

のですが、紹介お願いします。 

経済部長 英語で検索できないかということですが、昨年からの取組みとして、三

沢の情報が一括して見られる「三沢モバイル」という検索サイトを立ち上

げています。そして、今年度は３月までに英語版を完成させるということ

で、日本人も外国人も見られる形にしたいと思っています。 

英語に全部すると受け入れ態勢がない店まで載りますので、そういう店

は、英語版には載せないということで進めています。最終的には、外国人

がたくさんいますので、どこの店でも敷居が低く、みんなが入れるような

形になっていけばいいなと思いますが、それには言葉の壁等いろいろあり

ますので少しずつ取り除ければいいと思っています。 

もう一つ言わせていただきますが、アメリカ人ばかりではなくて外国か

らいろいろ観光客が来ています。今青森屋にも年間約 1 万五千人から二万

人の外国人が来ています。今までは韓国の方が一番多かったのですが、今

は台湾や中国の方々も来ています。 

その観光客の方々が一番アンケートで書いているのが、パックで来ても

満足はしていますが、日本人が普通に行っている店に行って、自分で注文

して日本の料理を食べてみたかった。スーパーに行って、自分たちの所に

ないおうな物を探して買ってみたかったという話があります。そういう体

制がとれるように、青森屋と一緒に今後進めて行きたいと思っています。 

青森屋にとってもニーズがあるというのが分かっていて、一泊であれ

ば、いろんなイベントを見せることができますが、連泊させて経済効果を

上げるためには、その地元の魅力ある物を見せるというのが外国人にとっ

ては大事な部分になってきているということです。そういう受け入れ態勢

を地元に協力を得ながら進めて行きたいと思っております。そうすると経

済活性化にもつながるということで進めていきたいと思います。 

市長 みなさんから何かいい案がありましたら、どうぞ。 
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⑥外国人は、三沢にとってチャンス。ようこそメニュー・英語メニューを設け、ス

テッカー表示すると外国人が安心して入れる。 

参加者 外国人が問題というような古い考え方がまだ残っています。いい考え方

は、外国人は三沢にとってチャンスです。三沢市内に食べに行った時、何

が安全かとか、メニューを見て料金が高いとか、入店を断られるかもしれ

ない等、わからないことがあります。日本に来て、神戸に行った時、店に

入ってメニューを見て高くて何も食べられず店を出て、すごく恥ずかしか

ったです。 

どこの店がダメというより、どこの店が良いというのが大事だと思いま

す。例えば、「ようこそメニュー」があり、そのステッカーを店に貼りま

す。そして、「ようこそメニュー」はコストが低く、安心して食べられま

す。もし英語のメニューがあったら、また食べに行ってみたいなとなりま

す。少し「おすすめメニュー」も入れます。そして、「ようこそメニュー」

がある店をホームページやパンフレットに載せます。 

  

⑦ 一番の問題はアメリカ人が三沢に住んでいて気軽に入れる環境作り。「Ｅng－メ

ニュー」の取組をバックアップいただければ。 

参加者 実は伝えたいことがありまして、一番の問題はアメリカ人が三沢に住ん

でいて気軽に入れる環境作りは大切だということで、実は私の会社で三沢

に住んでいて不便なことはありますか、というアンケートをとりました。 

一番多かったのは、三沢市に英語の表記が少ないということでした。三

沢の人口の１/５は外国人です。昔英語の表記の看板がゲート前にたくさ

んありましたが、最近はそういうものが少ないです。 

そこで「Ｅng－メニュー」というプレートです。このプレートが食堂の

玄関にあれば車で通った時等、そこの店には英語のメニューがあることが

わかります。そして、ウェルカムな店ということです。ただそれをやるの

ではなく、そこの店員の方にも簡単な英語を教えます。英会話ではなく、

簡単な英語です。そのお店の為の独自の英語のマニュアルづくりをしま

す。そして、プレートに QR コードを付けて入り口に貼り、そこの一番の

メニューや料金等が入店前にスマートホンをかざして知ることができま

す。 

これを企業の一つのおもてなしプロジェクトとして何かまちづくりが
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出来ないかということで、急遽去年、商工会、連合会から助成金をもらい

まして、私どもの持ち出しが１/３です。無償で先着１５店舗に貼ってい

ます。これが貼っているということは、どうぞ来て下さい、英語のメニュ

ーもあり店員もウェルカムでちゃんとサービスをしますというおもてな

しの心がある店です。 

こういうのがあったらどうぞ気軽に入って下さいということで、ポスタ

ーを基地の中、お店にも貼っています。数か月経ったら、店舗にアンケー

トをして外国人が増えたか等調査をしてみたいと思っています。調査の上

うまくいったら、三沢市にバックアップしていただけるのが夢です。あり

がとうございました。 

参加者 今のお話を聞いてすごくいいなと思いました。私達も飲食店を、家族が

アメリカンバーを２軒やっています。次のご案内がある時には参画したい

と思います。 

山本部長がお話になった青森屋からまちに出てきてもらうためには、店

だけが取り組んでもダメで全体が少しずつ取り組む、各ポジションの人が

半歩ずつ動くと全員が動くということなのかとイメージが出来ました。 

参加者 やはり、断られた所もあります。英語で聞かれたら困る、人手が足りな

いから対応が出来ない等です。最初は行き詰った時もありました。 

参加者 私の店のとなりの店では、６０歳過ぎた方が店番をしていますが、現在

１００％アメリカ人の方が来ています。ビジネスで売り上げがあれば、取

り組む意識がでると思います。 

参加者 実は飲食店だけではなく、サービス業も英語可能の標識を作れば、ここ

に行けるなとなると思います。NHK の取材を受けまして、東北６県に取

組が放送されるようですので、ぜひ三沢の活性化に繋がればいいなと思い

ます。 

参加者 いい考えがあると思いますが、おもてなしの心が伝わってうれしいで

す。うまくいったら、２０２０年のオリンピックのとてもいいモデルにな

るのではないでしょうか。もしかしたら、英語だけではなくアジアの方も

たくさん来るかもしれません。でも、みんなバラバラで何をやっているか、

あちこちあるのでわからないという点が少し心配です。 

あと一つ、外国人のアドバイスを聞いているか。作る前に「これがあっ

たらどう思いますか。」等聞いているか。例えば QR コードですが、日本

は結構人気がありますがアメリカはあまり使ってない方もいます。 
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⑧ 三沢のガールスカウトは、県内で一番人数が多い。 

わが子を国際交流できる所に参加させたい親がとても多い。 

参加者 提案ではないのですが、私どもがどういった活動をしているのかをお話

したいと思います。 

まず、お祭りのパレードの歩くコースを子どもたちが清掃しました。な

かなか知っていただくことがないのでお話しします。 

それから、活動の中に国際交流が大きな柱です。県内でも、三沢市のガ

ールスカウトがだんとつに人数が多いです。理由としては、国際交流をし

たいからということで、例えば、三沢市の方が半分くらい、あとは十和田

市・おいらせ町・六戸です。十和田市にもガールスカウトがあるのですが、

三沢が良いということで入ってきます。そういったところが、なかなか外

にでることがなく、交流する時も基地の中に入ってしまうので、年に何回

か大きい大会をやりますと、遠くは仙台市から、総勢３００人くらい集ま

ります。３００人くらい三沢市に来ますが来るとすぐ基地の中に入ってし

まいます。場所も、ソーラーズ小学校や格納庫でやっています。 

特に２６年度・２７年度はたくさん国際交流をしました。理由は、アメ

リカのガールスカウトのプログラムの中で、国から出て別の国に行った時

にそこの子供達と一緒にチャレンジしましょうという、フレンドシップア

ワードというのがあります。どういった内容かと言いますと、月に一回、

文化や食、三沢市の環境問題、そういったところを子供たちの目線で一緒

に話合いをして活動しています。全部基地の中に入ってしまうので、表に

出てこないという面がありますが、親がわが子を国際交流できる所に入れ

たいとか、こういう活動に参加させたいというのがとても多いということ

がここ数年で気づいたことです。 
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⑨ 気軽に言葉の壁を考えなくてもいいふれあいの機会があると子供達も英語に関

して興味を持つのではないか。 

参加者 私は英語が堪能ではなく片言英語ですが、頑張っています。 

ガールスカウトの活動の中で感じる事はもっと気軽に言葉の壁を考え

なくてもいい様なふれあいの機会があると子供達も英語に関して興味を

持つのではないでしょうか。もちろん、保護者の方々もそういう機会が欲

しいんだということがわかりました。 

私事の例になるのですが、娘は小学校３年生ですが、幼稚園の時に英会

話の教室に入っていました。小学校１年生に上がるくらいには、「英語が

分からないから嫌だ」と言い、「英語がわからないから習いに行っている

んだよ」と言っても、小さいので嫌だとなったら行きたくないとなりまし

た。小学校１年生になってからガールスカウトに入り、少なくとも年二回

は、外国のガールスカウトの子と触れ合う機会がありましたので影響され

たのかと思うのですが、去年の夏くらいに「英語を習って、友達と話した

い」と言いまして、また、英会話教室に通うようになりました。気軽に触

れ合う機会があれば、興味を持っていくのかなと感じました。 

市長 好きになれば占めたものですね。何かそれについて、アドバイスありま

すか。 

参加者 幼稚園の時とかから一緒に遊んでいれば好きになる。小学校になると教

育となって、英語を嫌いになったり、自然に英語も出てこない。中学生・

高校生は難しく勉強しているので授業以外勉強をしたくない。 

交流イベントは大切ですが、難しいです。日本人とアメリカ人の中学生

がいたら、最初はシャイで話せない。大人が何か話してみてと言います。

一番いいのは、イベントで何もしないで、公園でフリスビーしたりして遊

ばせます。また、交流会をして会った時、前より話せるように頑張ろうと

すると思います。 

参加者 おっしゃる事はとても良くわかります。私達国際交流と言っても、語学

の方をあまり重視はしていません。どちらかというと、お互いガールスカ

ウトであるという共通のところで繋がっていくところです。それが例え

ば、スポーツかもしれないですし、言葉の壁をこえたところで共通な点が

あればいいのかと思います。それから、そこがきっかけになって、先ほど

お話があったように、英語を習いたいという風になるのではないでしょう

か。私はガールスカウトに入って４０年近くになりますが、全く英語を話
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せません。きっかけになると言っていますが、自分にはなっていません。

ですが、子供達にはそういうチャンスをたくさん作ってきていると思って

います。 

それから、ただ交流するだけではなく、ホームステイもたくさんさせて

もらっています。基地の中の家に泊まることで、自分のおもちゃを見せた

り、暮らしを見せることによって近づきます。英会話の単発のスクールだ

と一回きりですが、何回もチャンスがあるので会えるようになるとまたそ

の人と別なことをしたいというところできっかけになります。ガールスカ

ウトで国際交流しているということと、もう一つは入って欲しいなという

風に思っています。 

市長 ちなみにボーイスカウトは三沢にありますか？ 

参加者 ありましたが、今は休団していると思います。指導者や関わる人はみん

なボランティアですので、出来なくなると休団するしかなくなるという形

です。 

参加者 実は三沢のボーイスカウトは、私の記憶が正しければ、県内で一番最初

にできた団体だと思います。市町村によって 1 団、２団というように団が

つきます。ですから三沢は青森第１団だったと思います。 

実は私は、ボーイスカウトをやっていました。私の出身は野辺地ですが、

三沢基地でキャンプをしました。基地の中に入って、アメリカ人もいて、

別世界でした。ですから、小さい時から三沢に来たいという願望がありま

した。今の自分があるのは、ボーイスカウトのおかげです。 

先ほども清掃活動をしているとおっしゃっていましたが、去年と一昨

年、2 年続けて基地の中のガールスカウトの人たちが野辺地から横浜の海

沿いを清掃したいということで連れて行きました。実は知られていない所

で、基地のガールスカウトや三沢のガールスカウトの方々すごく一生懸命

やっています。取組みがとにかくすごいと思って今お話ししました。 

参加者 ガールスカウトの発祥はイギリスで、146 ヶ国にあります。ものすごい

人口ですが、子供が減少したり指導者がボランィアという事でいろんな問

題があります。 

市長 子供の頃から交流をして外国を好きになって、いろいろなことが出来る

といいですね。 
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⑩ 広報みさわで国際交流活動の様子を伝えてはどうか。 

三沢に移住して来た人に、アメリカを体験出来る場を設けてはどうか。 

参加者 私は、三沢市に越して来て５年目になりますが、初め越してきた時国際

都市三沢ということで聞いていましたが、普段生活していく上で外国の方

をスーパーで見かけるくらいでした。アメリカンデーでとか大きなイベン

トは知っていましたが、今日参加して皆さんがいろんな活動・交流してい

ることを初めて知りました。 

例えば、町内会入っていますので毎月広報みさわを見ますが、3 か月に

一回や半年に一回、国際都市三沢、市民団体の方がこういうことをやって

いますというのが届いてくれれば、中々外に出る機会がない人にも伝わっ

て興味が湧いてくるのかなと思いました。私はアメリカの方との接するこ

とに興味はあるのですが威圧感があって、隣にアメリカの方が住んでいた

時も話してみたいけど、何を話していいのかわからないという状態でし

た。一回勇気を出して接してみたのですが、やはり言葉の壁もありました。 

三沢に移住して来た人に、三沢ではアメリカを体験できる場があるよと

いう、例えば、休日ツアーのように組んでもらえれば、来た人も三沢の国

際色を感じ取れるのかなと思います。アメリカの方と接するのがプレッシ

ャーだけど興味があるという方に対しては、アメリカふれあい初心者コー

スみたいなものがあれば、参加してみたいと思っています。 

経済部長 基本は観光者に対してという視点でパンフレット等をつくっています。

先ほど、お話がありました、「Eng‐メニュー」についても、今年の２月

に２０１６年度版が完成する時には「Eng‐メニュー」が提示されている

店をこの中で紹介することになりました。ただ、このパンフレット自体が

日本語ですので外国の方が理解できるか疑問に思っています。 

そして、この中にモデルコースとして、「空とアメリカをめぐるコース」

というのが紹介されています。まだまだ、PR が足りないと思いますし、

観光客向けだと言いながら、市内の方にも理解しながら足を運んでもらい

たいと思います。 

それから、米軍からの協力を得てやっている事ですが、１ヶ月に１回フ

ライデーツアーというのをやっています。ホームページや広報にも載せて

いますが、基地の中を米軍のバスに乗って毎月１回、その都度違う場所を

案内して、そして基地の中の生活も見られます。３０人の定員で最近は結

構人気ですので、埋まってしまいます。これもまだまだ PR が足りないと
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思っていますが、どんどん PR しながら進めていきたいと思っています。 

参加者 １月３１日（日）午後１半から、国際交流教育センターで、三沢国際交

流協会主催の「新春 日本のお正月遊び」というイベントがあります。こ

れは、日本のお正月の行事をアメリカ人に紹介するイベントで、例えば餅

つき、書初め、こま回し、天気が良ければ凧揚げ等です。毎年盛況になっ

ていまして、この度は、アメリカ人の参加者が多いようで楽しみにしてい

るところです。国際交流協会にはアドバイザーとして空軍の副司令官、海

軍の司令官にずっと顧問としてイベントに来ていただいています。もし、

お時間があれば来ていただければ交流の機会になるのではないでしょう

か。 

市長 さまざまな活動をされているのですね。恥ずかしいですが、知らないこ

とがたくさんありました。 

 

⑪ 空いている外人ハウスを民泊に活用してはどうか。  

参加者 アメリカ人が住んでる外人ハウスですが、結構空いているのが現状です

よね。例えば、シャッター通りのシャッターを開けるような取組をすると

いうことと同じく、空いている外人ハウスを利用するという視点もあった

らどうかなという考えがあります。 

最近、民泊というのがあります。例えば、古民家だとか、空いてるハウ

スを利用して旅行者に住んでもらうというのが流行っています。三沢で、

外人ハウスを短期間でも長期間でも、外人ハウスに泊まってみたいという

人はいっぱいいると思います。三沢に来れば外人ハウスが民泊として使え

るよということで PR をして、人に来てもらい、文化に触れる機会をつく

る。 

２０２０年にオリンピックがありますが、もしかしたら東京に行く前に

三沢に来て、練習でグランドを使ったり、アメリカ人が来て泊まるホテル

がないという時にはそういう利用もいいのではないでしょうか。２０２０

年オリンピック練習場誘致として三沢市が手を挙げてそういう所を利用

していただきたい。 

参加者 今のお話はすごくいいなと思っておりまして、私がおります企業でも三

沢の地域のサイト「三沢タイムズ」というのがあるのですが、空家を持っ

ているオーナーさんを動かしていくということとか、三沢で比較的安く家

が持てるとか、活性に興味があるので一緒に何かやっていけるのがあれ

ば、取組に参加していきたいと思います。 
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⑫ 空港・駅・市営駐車場に英語のアナウンスが必要と思う。 

参加者 市内の駐車場で自動アナウンスが流れる駐車場、特に空港・駅・市営駐

車場に英語のアナウンスが欲しいというのを何回か聞いたり、困っている

人を見たことがあります。 

いつかそういうものを取り入れてみて、三沢だからなんだなと分かって

もらえたらいいのかなと思います。 

特に駅で言うと、エレベーターに乗ると英語のアナウンスが流れるので

すが、その手前の駐車場で困っているのを見たことがあるので、そこをわ

かっていただけたらなと思います。 

 

⑬ 日本の文化・料理に興味のあるアメリカ人が結構いるので、例として料理を通

したシンプルな英語による交流「Misawa Friend」はどうか。 

参加者 ホームステイですが、ガールスカウトはしていますが、一般の人は難し

いです。 

基地の方、三沢に来て何もする子とがないという人がいますが、でも、

日本の文化・料理に興味深い人が結構います。でも友達がいないし、どう

やって友達をつくるか、英会話まで習うにはコストもかかるし、恥ずかし

いとかあると思います。でも、例えば仕事をしていない主婦の方と月２回

等、お昼ご飯を一緒に作って料理をしながら、シンプルな英語を話します。

例えば、「misawa friends」というような。 
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５．市長所感 

大変貴重なご意見を頂戴しました。冒頭も申し上げたように、たくさんの活躍をされ

ている方々ですので、たくさんの事例を伺う事ができると期待して来ました。それ以上

にたくさんのお話をいただいて、感激をしております。 

私たちは、このまちづくりについて、基地があるゆえに国際色の豊かさを活かしたま

ちづくりをしようということで、振興計画にもありますようにそういう方向を目指して

います。そのためには、ウェナッチとの交流をしていますし、高校生の皆さんには夏休

みも利用して行ってもらおうと計画しています。グローバル人財育成も行っています。 

今お話を聞いて、本当に言葉の壁があるわけで、それを乗り越えて行かなければなり

ません。英語は、押し付けてもなかなか上達しにくいのかなと思いながらも、おっしゃ

る通り、小さいころから勉強がスムーズにできることが大事とも思います。 

また、現に大人の方々もこの店がどんな物を作っていて値段がいくらなのか、そうい

うことがわからないと店に入っていけないということもあると思います。異国の地で生

活をすると、様々な面にぶつかるのではないかと思います。それをスムーズに受け入れ

る体制も必要かと感じました。 

いずれにせよ、国際文化都市にするにはどういう手立てをすればいいか、行政がどん

な手伝いをすればいいのか、わかったような気がします。これからも、そういう意見を

市民の方々に教えていただいて、しっかりやっていけば、あのまちに行ってみたい、そ

して暮らしてみたいと思って来ていただけるのではないかと思います。国際色豊かな都

市になると若者がどんどん集まるように思いますし、そういうまちにしなければならな

いなと思います。行政がやるべき事をつかめた気がします。 

そういうことで、またみなさんからご指導いただいて、本当に三沢が文字通り国際色

豊かなまちに発展するように一生懸命努力して参りたいと思っておりますので、いろい

ろな機会がありましたら、遠慮なくご提案していただいて、いい方向にいければと思い

ます。 

今日は本当にありがとうございました。 

 

６．閉会 


